
消防団秋季消防演習（１０月１５日消防団秋季消防演習（１０月１５日））

メール登メール登録録

☆登録ご希望の方は、

お名前を添えて送

信願います。



隠

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｈ２９

９.７
９６.８％９,０５０,４００〇９,３５２,８００㈲本堂建設

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲本堂建設
㈱前田建設

５号車庫増築工事
一)工事１

 ４月２５日

Ｈ２９

８.３
９５.３％２,６４６,０００〇２,７７５,６００㈱前田建設

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈲道北水道設備
㈱前田建設
㈲三協産業

みさき台公園

整備工事

一)工事２

 ４月２５日

Ｈ２９

８.２８
９５.２％５,１６２,４００〇５,４２１,６００㈲本堂建設

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲本堂建設
㈱前田建設

村営住宅改修工事
一)工事３

 ４月２５日

Ｈ２９

８.１８
９２.９％３,１２１,２００○３,３５８,８００

㈱ズコーシャ

札幌支社

（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）

㈱ズコーシャ札幌支社
㈱シン技術コンサル
㈱ドーコン
ダイシン設計㈱

初山別支署庁舎

耐震改修工事

測量調査委託業務

一)業務５

 ４月２５日

Ｈ２９

１０.２７
９８.０％１０７,４６０,０００〇１０９,７０６,４００

初山別・道北
特定建設
共同企業体

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別・道北特定JV
本堂・工藤特定JV
前田・水上特定JV

自然交流センター

補修工事

一)工事４

 ５月８日

Ｈ２９

１０.２７
９２.８％３,８８８,０００○４,１９０,４００

㈱司設計

事務所

（札幌市）
（旭川市）
（旭川市）
（旭川市）
（札幌市）

㈱ズコーシャ札幌支社
㈱柴滝建築設計事務所
㈱中原建築設計事務所
㈱司設計事務所
㈱アクティ建築設計

自然交流センター

補修工事

監理委託業務

一)業務６

 ５月８日

Ｈ２９

９.２９
９５.０％８,６８３,２００〇９,１３６,８００㈱測新開発

（旭川市）
（旭川市）
（旭川市）
（東神楽町）
（札幌市）

アースコンサルタント㈱
旭川設計測量㈱
㈱測新開発
㈱及川土木設計
㈱ズコーシャ札幌支社

有明地区

基幹改良事業

測量調査委託業務

水)業務３

 ５月２５日

Ｈ２９

８.１０
９５.７％１９,６０２,０００〇２０,４８７,６００

㈲道北水道

設備

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈲道北水道設備
初山別土建㈱
㈲三協産業
㈱前田建設

初山別地区

統合整備工事

（第１工区）

水)工事１

 ５月２５日

Ｈ２９

１２.１
９７.７％４１,２０２,０００〇４２,１５２,４００㈲本堂建設

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲本堂建設
㈱前田建設

職員住宅建設工事
一)工事５

 ６月２３日

Ｈ２９

９.１３
９７.９％６,１５６,０００〇６,２８５,６００明和電機㈱

（羽幌町）
（羽幌町）
（苫前町)

藤森電設㈱
明和電機㈱
㈲奥瀬電設

道路照明補修工事
一)工事６

 ６月２３日

Ｈ２９

１２.１８
９７.４％２１,９２４,０００〇２２,５１８,０００

初山別

土建㈱

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲道北水道設備
㈱前田建設
㈲三協産業

小沢橋補修工事
一)工事７

 ６月２３日

Ｈ２９

１２.１
９５.５％１,５９８,４００○１,６７４,０００

㈱中原建築

設計事務所

（札幌市）
（旭川市）
（旭川市）
（旭川市）
（札幌市）

㈱ズコーシャ札幌支社
㈱柴滝建築設計事務所
㈱中原建築設計事務所
㈱司設計事務所
㈱アクティ建築設計

職員住宅建設工事

監理委託業務

一)業務８

 ６月２３日

Ｈ２９

１１.３０
９２.１％５,５１８,８００○５,９９４,０００

ダイシン

設計㈱

（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）
（旭川市）
（東神楽町）

㈱ズコーシャ札幌支社
㈱ドーコン
㈱シン技術コンサル
ダイシン設計㈱
旭川設計測量㈱
㈱及川土木設計

山本橋補修工事実

施設計委託業務

一)業務９

 ６月２３日

※予定価格が１３０万円以上の建設工事及び調査・測量設計委託業務 
　　　 落札率小数点第２位四捨五入 （単位：円）

入札及び見積合せ結果のお知らせ（平成２９年度　２９．４～２９．９）



韻

完成又は
完了期限落札率契約額（税込）

予定価格（税込）
（事前公表○）

請負（委託）業者参　加　業　者工事・業務の名称
入　札　等
実施年月日

Ｈ２９

１２.１
９６.０％５,１８４,０００〇５,４００,０００

㈲道北

水道設備

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

初山別土建㈱
㈲道北水道設備
㈱前田建設
㈲三協産業

小沢橋橋梁

添架管布設工事

水)工事２

 ６月２３日

Ｈ２９

８.２４
９５.１％１,６７４,０００〇１,７６０,４００

㈲道北

水道設備

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈲道北水道設備
初山別土建㈱
㈱前田建設
本堂・三協特定JV

個別排水

処理施設工事

農)工事１

 ６月２３日

Ｈ２９

１０.１３
９６.０％１,５５５,２００〇１,６２０,０００㈱前田建設

（初山別村）
（初山別村）
（羽幌町）

㈲本堂建設
㈱前田建設
㈱工藤工務所

村有車庫

屋根改修工事

一)工事９

 ７月２５日

Ｈ２９

１０.２３
９５.９％１,５３３,６００〇１,５９８,４００㈱前田建設

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈲道北水道設備
㈱前田建設
㈲三協産業

朝日台１号線外

１側溝改修工事

一)工事１０

 ７月２５日

Ｈ２９

１１.２
９３.９％５,１１９,２００○５,４５４,０００㈱測新開発

（旭川市）
（旭川市）
（旭川市）
（東神楽町）
（札幌市）

アースコンサルタント㈱
旭川設計測量㈱
㈱測新開発
㈱及川土木設計
㈱ズコーシャ札幌支社

有明地区

新設道路

測量設計委託業務

一)業務１１

 ７月２５日

Ｈ２９

１２.２２
９６.０％１６,４７０,０００〇１７,１５０,４００

㈲道北

水道設備

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈲道北水道設備
初山別土建㈱
㈲三協産業
㈱前田建設

初山別地区

統合整備工事

（第２工区）

水)工事３

 ７月２５日

Ｈ２９

１２.１
９５.４％６,１０２,０００〇６,３９３,６００㈲本堂建設

（初山別村）
（初山別村）
（羽幌町）
（遠別町）
（羽幌町）

初山別土建㈱
㈲本堂建設
㈱工藤工務所
道北興業㈱
㈱水上建設工業所

村営住宅

長寿命化事業

改修工事

一)工事１１

 ８月２５日

Ｈ３０

２.２８
９４.６％２,８６２,０００〇３,０２４,０００㈱ドーコン

（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）

㈱ドーコン
㈱シー・アイ・エス計画研究所
㈱まちづくり計画設計

村営住宅

等長寿命化

計画策定委託業務

一)業務１３

 ８月２５日

Ｈ２９

１０.３１
９５.４％１,３３９,２００〇１,４０４,０００㈲三協産業

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈲道北水道設備
㈱前田建設
㈲三協産業

水道計量器

取替工事

水)工事４

 ８月２５日

Ｈ２９

１２.２２
９６.０％１５,４９８,０００〇１６,１４６,０００

㈲道北

水道設備

（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）
（初山別村）

㈲道北水道設備
初山別土建㈱
㈲三協産業
㈱前田建設

初山別地区

統合整備工事

（第３工区）

水)工事５

 ８月２５日

Ｈ３０

１.１９
９２.６％４,６９８,０００〇５,０７６,０００

東日本設計

㈱

（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）
（札幌市）

㈱ホクスイ設計コンサル
㈱ドーコン
東日本設計㈱
グローバル設計㈱
㈱ドート

有明地区

基幹改良事業

実施設計委託業務

水)業務４

 ９月２６日

Ｈ３０

３.９
９７.８％３,８６６,４００３,９５２,８００

北海道土地

改良事業団

体連合会

（札幌市）
北海道土地改良
事業団体連合会

農業集落

排水処理施設

最適整備構想

策定委託業務

農)業務２

 ７月８日

Ｈ２９

９.１
９９.２％１,４０４,０００１,４１４,８００㈱測新開発（旭川市）㈱測新開発

初浦第１開拓線

道路復旧

測量設計委託業務

一)業務１２

 ８月３日

Ｈ２９

１０.１０
９５.６％３,０４５,６００３,１８６,０００㈱測新開発（旭川市）㈱測新開発

共成第４の沢川外

災害復旧工事

測量設計委託業務

一)業務１４

 ８月２１日



１０月のこ んなこ とあんなこ と

吋

　国道花壇一斉撤去

　春先に植栽していただいた、初山別地区国

道花壇の一斉撤去を、１０月１４日に実施しました。

　作業中は天候に恵まれ、花壇は１時間ほど

できれいに冬支度が整いました。

　ご協力いただきまし

た第一・共和・中央町

内会並びに初山別婦人

会の皆さま、ありがとう

ございました。

地域貢献に感謝 ！今月の

原
さ
ん
（
初
山
別
）
に
第
４

子
、 魁
  惺
 く
ん
（
父
：
敏

か
い
 
せ
い

男
さ
ん
　
母
：
愛
彩
さ
ん
）
が

誕
生
し
、
宮
本
村
長
か
ら
出
産

祝
金
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
元
気
に
す

く
す
く
育
っ
て
く
だ
さ
い
ね
。（
　
月
　
日
）

１０

１８

砂
内
の
３
投
票
所
に
お
い
て
第
　
回
衆
議
院
議

４８

員
選
挙
並
び
に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審

査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
村
の
投
票
率
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
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回
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・
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イ
ン
ト
増
）
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◆
裁
判
官
国
民
審
査
　
　
・
　
％

８０

１９

　（
前
回
比
５
・
　
ポ
イ
ン
ト
増
）
（
　
月
　
日
）

４１

１０

２２

村

 
月
の
「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

★
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
★
よ
み
き
か
せ

　
　
　
で
し
た
。
　
　
　
　
（
　
月
４
日
）

１０

今
●１０月のできごと ●

で　き　ご　と日（曜）

初山別中学校祭１掌

ほしっこくらぶ４昌

落語公演「初山別寄席」６晶

初山別小学校学芸会７松

人権擁護委員委嘱１０昇

社会教育委員表彰式１２昭

国道花壇一斉撤去
青空市

１４松

ふじみ保育所おゆうぎ会
秋季消防演習

１５掌

第４８回衆議院議員選挙２２掌

留
萌
消
防
組
合
初
山
別
村
消

防
団
の
秋
季
演
習
が
旧
有
明

小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
て
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
今
回
は
油
火
災
を
想
定
し
た
訓
練
と
し
て
、
団
員

は
泡
を
使
っ
て
鎮
火
し
て
い
ま
し
た
。（
　
月
　
日
）

１０

１５

北

☆
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
「
　
月
号
」

１０

次
回
、　
月
　
日
の「
ほ
し
っ
こ
く
ら
ぶ
」
は
、

１１

１５

☆
じ
ゆ
う
あ
そ
び
　
の
予
定
で
す
。

　
楽
し
み
に
し
て
い
て
く
だ
さ
い
ね
。

年
に
わ
た
り
社
会
教
育
委
員
と
し
て
尽

力
さ
れ
た
加
藤
一
裕
氏
が
、
北
海
道
社

会
教
育
委
員
連
絡
協
議

会
会
長
よ
り
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　
加
藤
氏
は
平
成
　
年
１５

か
ら
社
会
教
育
委
員
と

し
て
、
ま
た
、
平
成
　２３

年
か
ら
退
任
ま
で
は
社

会
教
育
委
員
長
と
し
て
社
会
教
活
動
の
活
性

化
等
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。（
　
月
　
日
）

１０

１２

長

第
　
回
衆
議
院
議
員
選
挙

４８
秋
期
消
防
演
習

出
産
祝
金
贈
呈

社
会
教
育
委
員
表
彰



右

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★★

　この日のために練習を重ねて

きたお遊戯や楽器演奏を見せて

くれました。いつも元気いっぱ

いの子供たちの、少し成長した

姿が見られたようです。

　今年も“初山別小学校らしい”笑いあ

り・感動ありのステージが繰り広げられ

ました。３７人の力で、テーマどおり「宇

宙一のステージ」を実現できたのではな

いでしょうか。

　映画やドラマ主題歌の合奏やダンスの

披露、総合的な学習の結果発表などが行

われました。また、午後のバザーは今年

で最後ということもあり、多くのお客さ

んで賑わったようです。

全 校 合全 校 合 唱唱

今年で最終回今年で最終回のの「「バザー」バザー」

『環境エッグ『環境エッグ』』

演演　劇劇

初山別中学校第７１回学校祭（１０月１日）

Only memory ～笑顔の結晶～

『『前前前前前前世世』』他他

音音　楽楽

８人で頑張りました８人で頑張りました★★

ダ ンダ ン スス

初山別小学校学芸会（１０月７日）

輝け 37 人の笑顔 届けよう 宇宙一の ステージを

『青い空に絵をかこ『青い空に絵をかこうう』』他他

１・１・２２年生 音年生 音楽楽

全 校 合全 校 合 唱唱

『群『群青青』』他他

『おどるポンポコリン『おどるポンポコリン』』

ひまわりひまわり組組

ふじみ保育所 おゆうぎ会
　　　　　　　　　　　　　　　 （１０月１５日）

たんぽぽたんぽぽ組組

『いぬのおまわりさん『いぬのおまわりさん』』

ちゅーりっぷちゅーりっぷ組組

たんぽぽ・ひまわりたんぽぽ・ひまわり組組

『ともだちほしいなおおかみくん『ともだちほしいなおおかみくん』』

『すてきな友『すてきな友達達』』他他

３～３～６６年生 音年生 音楽楽

ちゅーりっぷちゅーりっぷ組組

『僕らはひとつ『僕らはひとつ』』

 『『どこまでどこまでもも

～ＨowFarI'llGo～Ｈow Far I'll Go～～』』 

 『どこまでも

～Ｈow Far I'll Go～』 

５・５・６６年生年生 劇劇

『ざしき童子の話『ざしき童子の話』』

３・３・４４年生年生 劇劇

『続・１３びきのねこ『続・１３びきのねこ』』

『『音楽のおくりも音楽のおくりものの』』



宇

議会だ よ り
 

 

 

 

平
成
　
年
度
健
全
化
判
断
比

２８

率実
質
公
債
費
比
率
５
・
６
％

　
　
前
年
度
比

△
０
・
３
ポ
イ
ン
ト

※
村
の
借
金
が
、
会
計
の
や

り
繰
り
に
及
ぼ
す
影
響
を
示

す
数
値
で
す
。　

％
以
上
に

１８

な
る
と
借
金
を
す
る
場
合
、

国
の
許
可
が
必
要
に
な
り
ま

す
。

　
９
月
定
例
会
は
、
９
月
　
日
・
　
日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

１２

１３

　
村
長
提
出
の
議
案
は
、　

年
度
一
般
会
計
及
び
各
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
は
じ
め
、
人
権

２８

擁
護
委
員
の
諮
問
、　

年
度
各
会
計
補
正
予
算
、
条
例
の
制
定
・
改
正
な
ど
　
件
で
、
い
ず
れ

２９

１９

も
審
議
の
結
果
、
原
案
ど
お
り
認
定
・
答
申
・
可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
１
名
の
議
員
が
「
郷
土
資
料
の
保
存
」
に
つ
い
て
、
教
育
長
の
考
え
を
た

だ
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
１
件
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁
へ
提
出
し
ま
し
た
。

発行：初山別村議会
編集：議会報発行特別委員会

議会だより ２０１７ 秋　№ 8 3

平成２９年１１月発行

報
　

　

　

告

提 出 議 案 と 審 議 結 果

結果案　　　件　　　名議案番号

適任人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて諮問第２号

報告済平成２８年度初山別村健全化判断比率等の報告について報告第２号

報告済専決処分の報告について〔損害賠償の額の決定について〕報告第３号

報告済
専決処分の報告について〔自然交流センター補修工事請負

契約の変更について〕
報告第４号

報告済株式会社しょさんべつ振興公社の経営状況について報告第５号

可決北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について議案第２９号

可決北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について議案第３０号

可決北海道市町村総合事務組合規約の変更について議案第３１号

可決
初山別村情報公開条例及び初山別村個人情報保護条例の

一部を改正する条例の制定について
議案第３２号

可決初山別村保健師修学資金及び就業資金貸付条例の制定について議案第３３号

承認
専決処分の承認を求めることについて〔平成２９年度一般会

計補正予算（第３号）〕
承認第４号

承認
専決処分の承認を求めることについて〔平成２９年度一般会

計補正予算（第４号）〕
承認第５号

可決平成２９年度一般会計補正予算（第５号）議案第３４号

可決平成２９年度国民健康保険特別会計補正予算（第２号）議案第３５号

可決平成２９年度介護保険特別会計補正予算（第２号）議案第３６号

可決平成２９年度後期高齢者医療保険特別会計補正予算（第１号）議案第３７号

可決平成２９年度簡易水道事業特別会計補正予算（第１号）議案第３８号

可決平成２９年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）議案第３９号

認定平成２８年度各会計歳入歳出決算等の認定について認定第１号

過去３カ年の推移



烏

議会だ よ り
　
　
委
員
の
諮
問

○
人
権
擁
護
委
員

　
　
初
山
別
村
字
初
山
別

　
　
　
原
　
　
雅
　
子
　
氏

（
再
任
）

　
　
条
例

○
初
山
別
村
情
報
公
開
条
例

及
び
初
山
別
村
個
人
情
報
保

護
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
　
行
政
機
関
の
保
有
す
る
個

人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
法

律
の
一
部
改
正
に
伴
う
改
正

 

〇
初
山
別
村
保
健
師
修
学
資

金
及
び
就
業
資
金
貸
付
条
例

・
修
学
資
金

　
　
月
額
　
万
円
以
内

２０

２
年
を
限
度

・
就
業
資
金

　
　
２
４
０
万
円
を
限
度

※
村
の
保
健
師
と
し
て
５
年

間
勤
務
し
た
場
合
、
貸
付
金

の
償
還
は
免
除
。

垢
　
保
健
師
が
増
員
に
な
っ

た
場
合
、
ど
の
分
野
の
充
実

を
図
る
の
か
。

茅
　
健
康
づ
く
り
を
推
進
し

た
い
。

 

　
　
補
正
予
算

■
一
般
会
計

◇
６
１
４
１
万
７
千
円
を
追

加
し
、　

億
９
６
３
７
万
６

２１

千
円
に
。

【
消
防
費
・
移
転
補
償
金
】

垢
　
補
償
金
の
内
訳
は
。

茅
　
対
象
者
２
件
。
消
防
庁

舎
建
て
替
え
に
伴
う
土
地
の

建
物
解
体
や
工
作
物
の
移
転
、

引
っ
越
し
等
の
費
用
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

◇
１
７
２
２
万
７
千
円
を
追

加
し
、
３
億
８
６
２
２
万
７

千
円
に
。

【
国
庫
負
担
金
等
の
超
過
交

付
に
伴
う
返
還
金
】

垢
　
国
庫
負
担
金
１
千
万
円

の
返
還
理
由
は
。

茅
　
医
療
費
の
伸
び
を
見
越

し
て
申
請
し
た
が
、
実
績
と

し
て
伸
び
が
無
か
っ
た
こ
と

か
ら
返
還
す
る
も
の
。

 

　
　
意
見
書
案

〇
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
に
向
け
た
施
策
の
充

実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書

提
出
者
 水
門
 博
雄
 議
員

賛
成
者
 鎌
田
 健
治
 議
員

賛
成
者
 新
田
 武
夫
 議
員

　
　
行
政
報
告

ミ
サ
イ
ル
発
射
時
の
放
送

機
器
の
不
具
合
に
つ
い
て

　
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
は
、

全
国
瞬
時
警
戒
シ
ス
テ
ム

（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）
に
よ
り
　１２

道
県
へ
伝
達
さ
れ
、
本
村
に

も
発
射
情
報
及
び
、
え
り
も

岬
上
空
通
過
情
報
が
役
場
に

設
置
さ
れ
て
い
る
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
に
入
り
ま
し
た
。

　
こ
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報

の
よ
う
に
緊
急
性
の
高
い
情

報
は
、
村
内
に
設
置
し
て
い

る
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
、

瞬
時
に
放
送
さ
れ
る
よ
う
設

定
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、

８
月
　
日
は
機
器
の
不
具
合

２９

に
よ
り
流
れ
な
か
っ
た
も
の

で
す
。

　
本
来
、
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
事
態
で
あ
り
、
村
民
の
皆

さ
ま
に
深
く
お
詫
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
原
因
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
受

信
器
と
Ｉ
Ｐ
告
知
放
送
機
器

と
の
接
続
に
不
具
合
が
あ
っ

た
た
め
、
双
方
の
機
器
が
正

常
に
稼
働
し
て
い
な
が
ら
ス

ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
声
が
流
れ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
は
、
正
常
な
状
態
に

復
旧
し
て
お
り
ま
す
が
、
今

後
、
機
器
の
更
新
並
び
に
構

成
の
再
検
討
も
含
め
、
再
発

防
止
に
向
け
て
万
全
を
期
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

委

員

の

諮

問

条
　

　

　

例

村
保
健
師
の
確
保
・

育
成
を
目
的
に
修
学

資
金
等
の
貸
付
制
度

を
創
設

減
塩
減
塩

補

正

予

算

意

見

書

案

行

政

報

告

宮本　村長 水門　議員



羽

議会だ よ り
　
決
算
審
査
特
別
委
員
会
は
、

９
月
　
・
　

日
に
渡
り
、
平

１２

１３

成
　
年
度
各
会
計
決
算
を
審

２８
査
し
、
全
て
の
会
計
を
全
員

賛
成
で
認
定
し
ま
し
た
。

　
 総
　
務
　
費
 

○
人
事
評
価
制
度

垢
　
評
価
は
、
ど
の
よ
う
に

行
っ
た
の
か
。

茅
　
各
職
員
が
仕
事
の
目
標

を
立
て
、
そ
の
結
果
を
自
己

評
価
し
、
課
長
、
副
村
長
、

村
長
の
評
価
を
経
て
点
数
化

さ
れ
る
。

垢
　
評
価
の
基
準
は
。

茅
　
各
項
目
ご
と
に
総
合
的

に
判
断
し
、
５
段
階
で
評
価
。

垢
　
評
価
の
ば
ら
つ
き
が
、

無
い
よ
う
に
し
て
欲
し
い
。

茅
　
２
年
目
で
あ
り
、
平
均

的
に
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

○
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
事
業

垢
　
賃
金
、補
助
金
の
内
容

は
。

茅
　
賃
金
は
、「
法
人
の
設

立
支
援
及
び
設
立
後
の
運
営

支
援
」
を
目
的
に
、
嘱
託
職

員
を
雇
用
。補
助
金
は
、
マ
ッ

チ
ワ
ー
ク
ス
設
立
に
係
る
登

記
等
の
経
費
に
対
し
助
成
。

垢
　
自
学
塾
の
継
続
は
。

茅
　
昨
年
同
様
に
マ
ッ
チ

ワ
ー
ク
ス
に
委
託
し
、
行
っ

て
い
る
。

垢
　
村
Ｐ
Ｒ
映
像
の
効
果
は
。

住
民
に
周
知
さ
れ
て
い
る
か
。

茅
　
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
観
光
Ｐ
Ｒ

を
行
っ
て
い
る
。
住
民
へ
の

周
知
は
不
十
分
で
あ
り
、
今

後
考
え
て
い
き
た
い
。

垢
　
繋
小
屋
の
カ
フ
ェ
は
、

マ
ッ
チ
ワ
ー
ク
ス
へ
の
委
託
か
。

茅
　
委
託
し
て
い
な
い
。
建

物
の
一
部
を
無
償
貸
与
し
、

光
熱
水
費
を
納
め
る
か
た
ち

で
運
営
さ
れ
て
い
る
。

垢
　
開
設
時
間
等
、
マ
ッ
チ

ワ
ー
ク
ス
が
自
主
的
に
自
由

に
運
営
で
き
な
い
も
の
か
。

茅
　「
村
民
が
交
流
す
る
場

所
」
と
し
て
利
用
す
る
無
償

貸
与
契
約
を
結
ん
で
お
り
、

自
由
に
使
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
使
い
方
を
協
議
し
、
了

承
の
う
え
決
定
し
て
い
る
。

　
 民
　
生
　
費
 

○
さ
さ
え
愛
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
事
業

垢
　
助
成
金
を
残
さ
ず
、
事

業
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
の
か
。

茅
　
申
請
し
た
補
助
金
２
本

の
う
ち
１
本
の
交
付
決
定
に

な
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

○
保
育
所
運
営
費

垢
　
４
月
１
日
で
満
３
歳
と

い
う
入
所
年
齢
を
、
今
一
度

考
え
て
み
て
は
ど
う
か
。

茅
　
今
す
ぐ
変
更
と
い
う
考

え
に
は
及
ん
で
い
な
い
。

○
災
害
扶
助
費

垢
　
被
災
者
に
素
早
く
対
応

す
る
態
勢
が
必
要
と
考
え
る

が
。

茅
　
住
民
の
皆
さ
ん
が
安
心

で
き
る
よ
う
、
困
っ
た
時
に

助
け
に
な
る
仕
組
み
作
り
を

検
討
し
た
い
。

　
 衛
　
生
　
費
 

○
衛
生
施
設
組
合
負
担
金

垢
　
一
般
ゴ
ミ
の
埋
め
立
て

地
の
残
り
容
量
は
。

茅
　
少
な
く
な
っ
て
い
る
。

垢
　
住
民
の
認
識
を
深
め
る

た
め
、
埋
め
立
て
地
の
見
学

会
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

茅
　
事
前
に
連
絡
い
た
だ
け

れ
ば
、
見
学
可
能
で
あ
る
。

　
 歳
　
　
　
入
 

○
村
税
・
使
用
料
の
滞
納

垢
　
滞
納
対
策
を
、
ど
う
進

め
る
か
。

茅
　
文
書
通
知
や
面
談
等
、

今
後
も
滞
納
整
理
に
努
め
て

い
く
。

垢
　
不
能
欠
損
の
基
準
は
。

茅
　
税
は
５
年
。
介
護
保
険

料
や
住
宅
料
は
２
年
。

○
ふ
る
さ
と
納
税

垢
　
村
の
税
収
の
影
響
は
。

茅
　
税
収
の
減
は
、
ご
く
わ

ず
か
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
納

税
の
寄
附
が
収
入
ア
ッ
プ
に

繋
が
っ
て
い
る
。

　
い
ず
れ
も
法
定
ど
お
り
作

成
さ
れ
、
数
値
も
正
確
で
会

計
目
的
に
沿
っ
た
執
行
と
認

め
る
。
な
お
、
村
税
等
の
滞

納
解
消
の
努
力
が
伺
え
る
が
、

滞
納
者
が
固
定
さ
れ
て
お
り
、

従
前
以
上
の
対
策
と
取
り
組

み
を
望
む
。

　
実
質
公
債
費
比
率
５
・
６

％
に
な
り
、
理
事
者
の
努
力

に
敬
意
を
表
す
る
。

　
他
方
、
国
の
プ
ラ
イ
マ

リ
ー
バ
ラ
ン
ス
は
　
兆
８
千

２０

億
円
の
赤
字
で
、
今
後
国
が

厳
し
い
財
政
運
営
を
求
め
て

く
る
と
考
え
ら
れ
、
よ
り
堅

実
な
財
政
運
営
の
も
と
で
の

事
業
遂
行
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ど
う
い
う
村
に
な
る
と
若

者
が
来
て
く
れ
る
の
か
。
高

齢
者
は
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス

テ
ム
が
あ
る
と
安
心
し
て
暮

ら
し
て
い
け
る
の
か
。
災
害

時
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
が

必
要
か
が
重
要
に
な
る
。

　
今
後
も
、
事
業
を
精
査
さ

れ
、
よ
り
良
い
村
づ
く
り
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

★
決
算
審
査
意
見

★
議
 
長
 
所
 
感

決　算
審　査
特別委員会

新田　委員長

野村　代表監査委員

木村　議長
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１
　
郷
土
資
料
館
の
移
設
に

つ
い
て

議
員
 平
成
　
年
、
郷
土
資

２３

料
を
旧
豊
岬
中
学
校
の
教
室

部
分
に
移
し
、
年
１
週
間
程

度
開
館
し
て
い
る
が
、
建
物

自
体
、
築
　
年
経
過
し
、
限

４７

界
を
超
え
て
い
る
。
も
し
、

自
然
災
害
の
力
が
加
わ
れ
ば

倒
壊
し
、
郷
土
の
貴
重
な
遺

産
が
瓦
礫
の
下
に
な
る
。

　
現
状
を
鑑
み
た
と
き
、
３

年
前
に
廃
校
し
た
旧
豊
岬
小

学
校
の
１
階
部
分
は
文
化
的

事
業
他
に
使
わ
れ
て
い
る
の

で
、
２
階
部
分
に
移
設
し
、

大
切
に
保
存
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
は
。

教
育
長
 現
在
の
資
料
館
は
、

旧
初
山
別
高
校
校
舎
を
利
用

し
て
い
た
建
物
の
解
体
に
伴

い
、
閉
校
し
た
旧
豊
岬
中
学

校
へ
移
設
し
た
も
の
で
、
村

の
開
拓
・
発
展
を
記
録
す
る

貴
重
な
資
料
を
保
存
し
な
が

ら
、
年
間
１
週
間
程
度
、
一

般
公
開
の
形
で
「
初
山
別
村

簡
易
郷
土
資
料
館
」
と
し
て

運
営
し
て
い
る
。

　
こ
こ
２
年
間
の
来
館
者
は
、

村
民
有
志
に
よ
る
旧
校
舎
を

活
用
し
た
「
カ
フ
ェ
」
や

「
ア
ー
ト
展
」
と
の
同
時
開

催
に
よ
り
増
加
傾
向
に
あ
り
、

今
年
度
は
名
簿
記
載
者
数
で
、

２
５
３
名
の
方
々
に
来
館
い

た
だ
い
た
。

　
ご
指
摘
の
と
お
り
現
在
の

資
料
館
の
建
物
は
　
年
経
過

４７

し
、
各
教
室
を
展
示
ス
ペ
ー

ス
と
し
て
改
修
し
た
が
、
床

部
分
の
一
部
と
廊
下
部
分
の

痛
み
が
激
し
い
状
態
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
外
壁
、
屋
根
と

い
っ
た
建
物
全
体
も
、
か
な

り
の
老
朽
化
が
見
ら
れ
、
補

修
の
場
合
、
大
規
模
改
修
が

必
要
で
多
額
の
費
用
が
見
込

ま
れ
る
。
現
状
を
踏
ま
え
、

旧
豊
岬
小
学
校
へ
の
移
設
と

い
う
考
え
も
あ
る
が
、
旧
豊

岬
小
学
校
の
利
活
用
に
つ
い

て
は
、
そ
の
方
向
性
が
未
定

の
状
況
で
あ
り
、
引
き
続
き

村
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら

貴
重
な
郷
土
資
料
の
保
管
・

保
全
・
展
示
の
最
良
の
方
法

を
検
討
し
た
い
。

２
　
郷
土
資
料
の
収
集
に
つ

い
て

議
員
 郷
土
資
料
と
な
る
古

い
物
を
持
っ
て
い
る
住
民
が

い
る
と
聞
く
。
寄
贈
い
た
だ

き
、
資
料
館
の
充
実
を
図
り
、

後
世
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が

必
要
で
は
。

教
育
長
 郷
土
資
料
は
、
昭

和
　
年
か
ら
村
民
の
皆
さ
ま

５５
に
広
報
等
で
呼
び
か
け
し
、

約
６
０
０
点
を
昭
和
　
年
よ

５７

り
旧
初
山
別
高
校
校
舎
に
展

示
し
た
の
が
郷
土
資
料
館
の

前
身
と
な
っ
て
い
る
。
以
来
、

資
料
の
提
供
等
の
情
報
を
い

た
だ
き
郷
土
資
料
館
へ
運

搬
・
整
理
・
保
存
を
行
っ
て

い
る
。
今
後
も
情
報
を
い
た

だ
き
な
が
ら
継
続
し
て
郷
土

資
料
の
収
集
・
保
存
に
努
め

て
ま
い
り
た
い
。

一
問
一
答

議
員
 カ
フ
ェ
を
や
る
以
前

の
年
間
平
均
来
館
者
数
は
。

教
育
長
 来
館
者
名
簿
の
数

値
は
（
３
カ
年
平
均
）　

人
。

３４

議
員
 単
独
開
館
で
は
、
少

人
数
の
来
館
者
だ
が
、
随
時

の
開
館
要
望
は
ど
の
く
ら
い

あ
っ
た
か
。

教
育
長
 件
数
は
把
握
し
て

い
な
い
。

議
員
 予
算
５
万
７
千
円
は
、

何
に
使
わ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長
 一
般
公
開
期
間
の

臨
時
職
員
の
賃
金
。

議
員
 旧
豊
岬
中
学
校
に
郷

土
資
料
を
保
存
す
る
と
な
る

と
補
修
が
必
要
に
な
る
が
、

ど
の
よ
う
な
補
修
・
費
用
を

見
込
ん
で
い
る
か
。

教
育
長
 抜
本
的
な
大
規
模

改
修
が
必
要
で
、
多
額
の
費

用
が
想
定
さ
れ
、
現
在
の
郷

土
資
料
館
を
将
来
的
に
維
持

管
理
す
る
の
は
厳
し
い
状
況

に
あ
る
。
社
会
教
育
委
員
や

関
係
機
関
の
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
村
と
連
携
し
、

方
向
性
を
検
討
し
た
い
。
ま

た
、
そ
の
方
向
性
が
見
え
る

ま
で
は
、
必
要
最
小
限
の
補

修
で
維
持
し
た
い
。

議
員
 現
状
で
の
保
存
は
無

理
と
い
う
認
識
を
持
っ
て
、

早
急
に
策
を
考
え
て
い
た
だ

き
た
い
。
旧
豊
岬
小
学
校
は

村
総
務
課
に
所
管
が
移
っ
て

い
る
が
、
村
と
の
協
議
は
な

さ
れ
た
か
。

教
育
長
 全
体
的
な
公
共
施

設
整
備
計
画
等
が
あ
り
、
そ

の
中
で
協
議
し
て
い
る
。

議
員
 ふ
る
さ
と
教
育
と
郷

土
資
料
と
の
関
わ
り
は
。

教
育
長
 小
・
中
学
生
が
授
業

の
中
で
、
村
の
歴
史
を
調
べ

る
資
料
と
し
て
活
用
し
て
い

る
。

議
員
 旧
豊
岬
小
学
校
へ
の

移

設

の

協

議

を

ス

ピ

ー

デ
ィ
ー
に
進
め
て
ほ
し
い
が
、

今
後
の
進
め
方
を
ど
う
考
え

る
か
。

教
育
長
 社
会
教
育
委
員
、

関
係
機
関
か
ら
意
見
を
い
た

だ
き
、
村
と
連
携
し
た
中
で

方
向
性
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

一

般

質

問

Ｑ　郷土資料館を

　　 旧豊岬小学校２階に移しては

Ａ　郷土資料の保管・保全・展示の
　　　　　　　　　 最良の方法を検討する

髙場　志津子　議員
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①
有
明
地
区
新
設
道
路
予
定

地・
新
設
道
路
の
予
定
地
を
調

査　
測
量
設
計
業
務
委
託
料

５
１
２
万
円

【
所
見
】

　
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と

し
て
、
道
路
認
定
が
必
要
で

あ
る
。 

②
５
号
車
庫
増
築
事
業

・
増
築
し
た
除
雪
車
輌
用
車

庫
を
調
査

　
工
事
請
負
費
　
９
０
５
万

【
所
見
】

　
シ
ャ
ッ
タ
ー
部
分
の
修
繕

を
含
め
、
適
切
な
施
設
管
理

が
望
ま
れ
る
。

③
職
員
住
宅
建
設
事
業

・
建
設
中
の
職
員
住
宅
を
調

査　
　
木
造
平
屋
建

１
棟
２
戸

　
　
工
事
請
負
費

４
１
２
０
万
円

④
旧
初
山
別
駐
在
所
建
物

・
北
海
道
警
察
か
ら
購
入
し

た
旧
初
山
別
駐
在
所
建
物
の

状
況
を
調
査

【
所
見
】

　
建
物
の
利
活
用
の
検
討
を

願
い
た
い
。

⑤
初
山
別
中
学
校
校
舎

・
校
舎
施
設
の
現
況
を
調
査

【
所
見
】

　
生
徒
数
の
推
移
を
踏
ま
え

た
改
修
計
画
の
検
討
が
必
要

と
思
料
す
る
。

⑥
豪
雨
に
よ
る
災
害
箇
所

・
本
年
７
月
の
豪
雨
に
よ
る

災
害
被
災
地
を
調
査

共
成
地
区
河
岸
３
箇
所

【
所
見
】

　
早
期
の
災
害
復
旧
が
望
ま

れ
る
。

 

村
道
の
法
面
崩
土

【
所
見
】

　
排
水
状
況
を
調
査
の
う
え
、

適
切
な
施
工
が
望
ま
れ
る
。

⑦
繋
小
屋
（
つ
な
ご
や
）

・
施
設
の
利
用
状
況
等
を
調

査【
所
見
】

　
村
Ｐ
Ｒ
ビ
デ
オ
の
有
効
な

利
活
用
が
望
ま
れ
る
。

　総務経済常任委員会（新田武夫委員長）は、１０月６日に本年度予算に計上された

主な事業の実施状況及び今後計画されている事業について現地調査を行い、検討

結果を取りまとめ村に提出しました。主な調査場所と検討結果は次のとおりです。

村 内 主 要 事 業 等 を 調 査
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【
講
演
】

「
地
方
創
生
を
考
え
る
」

　
～
マ
チ
を
創
り
変
え
る

物
語
の
デ
ザ
イ
ン
～

○
高
校
を
総
合
戦
略
の
核
と

し
た
事
例
紹
介

・
三
笠
高
校
、
音
威
子
府
美

術
工
芸
高
校

①
思
い
切
っ
た
施
策
は
、
必

死
さ
、
危
機
感
の
強
さ
が
意

思
を
決
め
る
。

②
総
合
戦
略
の
具
体
化
は
、

明
確
な
物
語
の
作
成
に
つ
な

げ
る
。

③
物
語
が
で
き
あ
が
る
と
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
地

域
内
の
資
源
配
分
・
集
中
方

法
も
見
え
て
く
る
。

○
移
住
と
地
域
再
編
の
カ
ギ
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊

・
活
か
し
、
戦
力
化
す
る
に

は
、
自
治
体
の
体
制
づ
く
り
、

姿
勢
が
重
要

～管内町村議会議員研修会～

初山別村出身
札幌大学　佐藤教授が講演

「地方創生を考える」

札幌大学　佐藤郁夫　教授

議　　会　　の　　う　　ご　　き

例月出納検査（監査委員）１５８　　月

老人クラブ交歓会（議長外議員多数）２８戦没者追悼式（議長外議員多数）１５

１０　　月例月出納検査（監査委員）１８

総務経済常任委員会所管事務調査（議長外委員多数）６議会広報研修会（委員長外委員３名・札幌市）２２

例月出納検査（監査委員）
１３

管内町村議会議員研修会（議長外議員多数・初山別村）３１

留萌振興局管内林活議連役員会（新田議員・留萌市）９　　月

議会報発行特別委員会（委員長外委員全員）１８議会運営委員会（議長外委員全員）
議会全員協議会（議長外議員多数）

１
１１　　月

町村監査委員全国研修会（監査委員・東京都）１・２敬老会（議長外議員多数）８

第３回定例会（議長外議員全員）
決算審査特別委員会（議長外委員全員）

１２
・
１３

　
８
月
　
日
、
管
内
町
村

３１

議
会
議
員
研
修
会
が
初
山

別
村
で
開
催
さ
れ
、
管
内

の
町
村
議
会
議
員
等
約
　８０

名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
研
修
で
は
、
地
元
初
山

別
村
出
身
の
札
幌
大
学
「
佐

藤
郁
夫
」
教
授
か
ら
、
地
方

創
生
を
テ
ー
マ
に
し
た
講

演
が
あ
り
ま
し
た
。

　
８
月
　
日
、
広
報
研
修
会
が
札
幌
市
で

２２

開
さ
れ
、
議
会
報
発
行
特
別
委
員
会
か
ら

土
門
委
員
長
外
委
員
全
員
が
出
席
し
、
誌

面
編
集
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
研
修
し
ま

し
た
。

広報

研修会に

出席

議会を傍聴しましょう
　どなたでも議会を傍聴することができます。次の定例会は１２月です。是非、

お気軽に傍聴にお越しください。

　また、議会のことについてお聞きになりたいことは、議会事務局へお問い合

わせください。（電話 ６７－２２１１）



　皆さまこんにちは。協力隊の齋藤です。

　ずいぶん寒くなりましたね…毎日凍える思いで生活しております。

今記載している日の朝はもう４℃とかでしたが、千葉でいうとこれは既

に真冬です。

　北海道ってこれ以上寒くなると聞きました…

　そういえば、あらゆるところにひまわりが咲いていて、『おぉ！珍し

い！』と思い、とある方に聞いたら、『あれ肥料になるんだよ』と教え

ていただきました。この時期にひまわりがっ！　と肥料のために！！？　

という二重の驚きがありました。
　

　この間は老人会の旅行に同行させて貰ったりと、笑ったり、驚いたり、

毎日楽しくやらせて貰ってます。【齋藤】

驚き！初山別の冬

《事務所》
多世代交流施拠点施設

繋小屋
電話・F AX ６７－ ２７１７
ｓｓｂ． ｏｋｏｓｈｉ＠ｇｍａｉｌ． ｃｏｍ

ｆａｃｅｂｏｏｋページ
ｈｔｔｐｓ：//ｗｗｗ． ｆａｃｅｂｏｏｋ．
ｃｏｍ/ｓｈｏｓａｎｂｅｔｓｕ．ｏｋｏｓｈｉ

鵜

　今回はチャレンジの話。この村に来た事自体チャレンジですが、この

度スマホアプリ作成にチャレンジしようと思う。私が若い頃スマホがあ

れば間違いなくアプリ開発をやっていたであろう。ソフト屋を始めてし

ばらくしてからスマホなる物が登場し、面白そうだなぁと横目で見てい

たがここにきて『作ってみるか』と重い腰をあげてみる事にした。
　

　解説本を片手にプログラムを書いては動作確認の繰り返しで言語を覚

えるのだが、いつも切羽詰まった状態で新言語を習得してきた今までと

同じではあるが老眼始まってるし厳しいかなぁ。
　

　歳のせいでチャレンジするのをやめるのも何だしやりますよ。完成の後配布しますので、ご意

見があればどんどん言ってください。良いアプリにしていきましょう。

　その前に、ガラケー卒業しないと…。【古田】

スマホアプリへの挑戦

　久々に学習の話をします。ご存知の通り、

何かを継続して学習するためには習慣付けが大切です。そのため、

「どうやって学習習慣を付けるか」という問いは学習や勉強と深い

関係を持っています。

　その問いに対して私が出せる答えの一つは、学習する「しかない」

という状況を意図的に作り出す「しかない学習法」です。例えば

「英単語の暗記カードだけを持って湯船に入る」「問題集とペンだけ

を持って図書館に行く」などがあります。スマートフォン、ＴＶ等

「学習以外の選択肢を与えるモノ」に関しては、五感の届かない所

まで離しておくのが望ましいです。
　

　既に定着している習慣を変えるというのは、簡単なことではありません。ですが、今回紹介し

た学習法「しかない」ということはありません。どんどん違う学習法を調べて試してみて、ご自

分に合ったやり方を見つけていくことをオススメします。【堀】

しかない学習法



窺

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
正
し
い

知
識
を
も
ち
ま
し
ょ
う
！

　
今
年
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行

す
る
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
普
通
の
か
ぜ
と
違

い
、
怖
い
と
言
わ
れ
る
理
由
に
は
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

①
高
熱
や
頭
痛
、
関
節
痛
な
ど
の
全

身
的
症
状
が
あ
ら
わ
れ
る
。

②
感
染
力
が
強
く
周
り
の
人
に
う
つ

り
や
す
い
。

③
持
病
の
悪
化
な
ど
で
重
症
化
す
る

お
そ
れ
が
あ
る
。

　
正
し
い
知
識
を
持
っ
て
、
き
ち
ん

と
予
防
し
、
早
め
の
治
療
を
す
る
こ

と
で
怖
い
病
気
で
は
な
く
な
り
ま
す

が
、
特
に
子
供
、
妊
婦
、
高
齢
者
な

ど
は
注
意
が
必
要
で
す
。
そ
の
中
で

も
高
齢
者
は
肺
炎
を
ま
ね
く
恐
れ
が

あ
り
、
肺
炎
が
原
因
で
死
亡
す
る
人

の
ほ
と
ん
ど
が
　
歳
以
上
の
高
齢
者

６５

で
す
の
で
さ
ら
に
注
意
が
必
要
で
す
。

〈
感
染
経
路
〉

　
感
染
し
た
人
の
せ
き
・
く
し
ゃ
み

の
飛
沫
を
口
や
鼻
か
ら
吸
い
込
む
こ

と
で
感
染
す
る
飛
沫
感
染
と
、
感
染

し
た
人
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル

ス
の
つ
い
た
手
で
触
れ
た
も
の
に
後

か
ら
触
れ
る
こ
と
で
間
接
的
に
感
染

す
る
接
触
感
染
の
２
種
類
が
あ
り
ま

す
。

噛
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

①
流
行
す
る
前
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
し
ま
し
ょ
う

　
予
防
接
種
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

発
症
す
る
可
能
性
を
減
ら
し
、
発
症

し
た
と
し
て
も
重
症
化
を
防
ぎ
ま
す
。

②
　
歳
以
上
の
方
は
５
年
に
１
度
肺

６５炎
球
菌
の
予
防
接
種
も
受
け
ま

し
ょ
う

　
肺
炎
球
菌
は
肺
炎
の
原
因
第
１
位

の
細
菌
で
す
。
予
防
接
種
で
あ
る
程

度
発
症
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
外
出
後
の
手
洗
い

　
流
水
や
石
け
ん
を
使
っ
た
手
洗
い

で
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る
事
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
も

効
果
的
で
す
。

④
人
ご
み
を
避
け
る

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
シ
ー
ズ

ン
は
、
人
が
多
い
と
こ
ろ
へ
の
外
出

は
極
力
避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
適
度
な
湿
度
を
保
つ

　
空
気
が
乾
燥
す
る
と
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
や
す
く
な
る
た
め
、
室
内
で

は
加
湿
器
な
ど
を
使
用
し
　
～
　
％

５０

６０

の
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。

⑥
せ
き
エ
チ
ケ
ッ
ト

　
せ
き
や
く
し
ゃ
み
を
し
た
際
に
飛

沫
と
一
緒
に
ウ
イ
ル
ス
が
飛
び
散
り
、

周
囲
の
人
へ
の
感
染
を
防
ぐ
た
め
マ

ス
ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

噛
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
治
療

　
　
℃
以
上
の
発
熱
が
あ
り
、
の
ど

３８
の
痛
み
や
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
思
わ
れ
る
症
状

が
あ
ら
わ
れ
た
時
は
、
す
ぐ
に
受
診

し
て
下
さ
い
。
発
症
し
て
か
ら
　
時
４８

間
を
過
ぎ
る
と
体
内
の
ウ
イ
ル
ス
が

増
え
す
ぎ
て
薬
の
効
果
が
期
待
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
受
診

が
大
切
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
子
供

や
妊
婦
、
高
齢
者
は
重
症
化
す
る
危

険
が
あ
り
ま
す
の
で
、
嘔
吐
や
下
痢
、

胸
の
痛
み
が
続
い
た
り
、
呼
吸
困
難

や
息
切
れ
、
症
状
が
長
引
き
、
悪
化

し
て
く
る
な
ど
「
重
症
化
の
サ
イ
ン
」

が
あ
ら
わ
れ
た
時
も
す
ぐ
に
受
診
し

て
下
さ
い
。

　
村
で
は
　
月
か
ら
順
次
イ
ン
フ
ル

１１

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
の
接
種
も
、
対
象
者
へ
個
別

に
案
内
を
し
、
随
時
接
種
し
て
い
ま

す
の
で
、
何
か
わ
か
ら
な
い
こ
と
が

あ
れ
ば
、
役
場
保
健
師
に
問
い
合
わ

せ
て
下
さ
い
。

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
す
る
前

に
、
今
一
度
対
策
を
確
認
し
て
下
さ

い
。

（
保
健
師
　
大
水
）

こ
ん
に
ち
は

保
健
師
で
す



噛
防
　
　
災
噛

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
に
つ
い
て

垢：

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
音
声
が
流
れ
て
も
、

家
の
中
や
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
離
れ
た
場
所

で
は
聞
こ
え
に
く
い
。
個
人
宅
へ
の
受
信
機

の
導
入
等
検
討
で
き
な
い
か
。

茅：

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
は
、
緊
急
事
態
を
知
ら
せ

る
こ
と
を
最
低
限
の
目
的
と
し
て
い
る
。詳
し

い
情
報
は
テ
レ
ビ
等
で
情
報
収
集
し
て
い
た

だ
き
た
い
。屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
が
聞
こ
え
ず
、

携
帯
電
話
を
持
た
な
い
方
へ
の
伝
達
方
法
は
、

費
用
と
の
兼
ね
合
い
が
あ
り
現
在
検
討
中
。

避
難
の
お
知
ら
せ
方
法
に

つ
い
て

垢：

台
風
　
号
の
よ
う
な

１８

災
害
時
は
、
地
域
ご

と
避
難
方
法
を
知
ら

せ
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

茅：

今
回
は
大
事
に
至
ら

ず
に
済
ん
だ
が
、
降

水
量
が
増
し
て
河
川
氾
濫
の
危
険
性
が
出
て

き
た
場
合
、
避
難
指
示
等
を
発
す
る
こ
と
に

な
る
。
ま
た
、
氾
濫
す
る
恐
れ
の
あ
る
河
川

ご
と
、
危
険
な
区
域
に
発
令
す
る
こ
と
に
な

る
と
考
え
て
い
る
。

噛
暮
 ら
 し
噛

「
さ
さ
え
愛
」
に
つ
い
て

垢：

さ
さ
え
愛
制
度
・
見

守
り
協
定
に
つ
い
て
、

村
は
自
治
会
に
ど
の

よ
う
な
役
割
を
期
待

し
て
い
る
の
か
。

茅：

「
見
守
り
協
定
」と
は
、

村
内
外
の
事
業
所
が
、

業
務
中
に
感
じ
た
地

域
の
異
変
を
役
場
に

伝
え
て
い
た
だ
く
等
、

見
守
り
の
「
目
」
を
増

や
す
た
め
の
も
の
。

今
年
度
は
社
協
に
生

活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
を
２
名
配

置
し
て
お
り
、
自
治
会
や
町
内
会
が
何
か
す

る
と
き
の
手
助
け
を
お
願
い
し
て
い
る
。今
後

は
懇
談
会（
※
）等
、
各
地
区
に
て
必
要
な
こ

と
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。

※
　
月
下
旬
に
初
山
別
（
　
日
）・
豊
岬
（
　
日
）・

１０

１９

２５

有
明
（
　
日
）
の
３
地
区
で
開
催
済
。

２７

ゴ
ミ
の
分
別
方
法
に
つ
い
て

垢：

ゴ
ミ
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
改
訂
版
の
作
成
予
定
は

無
い
の
か
。

茅：

新
年
度
に
改
訂
版
を
作
成
・
配
布
予
定
。

垢：

現
在
、
初
山
別
地
区
で
ゴ
ミ
袋
を
購
入
で
き

る
場
所
は
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
の
み
だ
が
、
漁
協

で
も
購
入
で
き
る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。ま
た
、

役
場
で
購
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

茅：

漁
協
で
扱
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
、
漁
協

と
協
議
す
る
（
※
）。
役
場
で
の
購
入
の
取
り

扱
い
は
予
定
し
て
い
な
い
。

※
　
月
１
日
よ
り
漁
協
直
売
店
で
取
り
扱
い
を

１１開
始
。

丑

有明・栄地区

初山別・千代田地区 豊岬・明里・共成地区

今年は各地区にて、昨年完成

した村のＰＲビデオが上映さ

れました。

　
９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
の
３
日
間
、
村
内
各
地
区
に
お
い
て
お
茶
の
間
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
、

２５

２７

村
長
・
副
村
長
・
教
育
長
・
各
次
課
長
が
各
地
区
を
回
る
形
式
で
実
施
し
、
住
民
の
皆
さ
ま
に
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
地
区
で
い
た
だ
い
た
ご
意
見
を
抜
粋
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

各地区の参加人数

＊有明・栄　　　　　１４人

＊初山別・千代田　　７人

＊豊岬・明里・共成　１４人

お
茶
の
間
懇
談
会
で
の
ご
意

お
茶
の
間
懇
談
会
で
の
ご
意
見見
（
抜
粋
）



　
公
務
員
の
方
が
退
職
等
に
よ
り
、

被
用
者（
※
）・
非
被
用
者
と
な
る
場

合
は
、
申
請
先
が
住
所
地
の
市
区
町

村
と
な
り
ま
す
！

　
児
童
手
当
受
給
者
が
公
務
員
か
ら

被
用
者
・
非
被
用
者
へ
と
異
動
す
る

場
合
は
、
異
動
日
（
退
職
日
）
の
翌
日

か
ら
起
算
し
て
　
日
以
内
に
住
所
地

１５

の
市
区
町
村
へ
の
申
請
が
必
要
と
な

り
ま
す
。申
請
が
遅
れ
る
と
、
原
則
、

遅
れ
た
月
分
の
手
当
を
受
け
ら
れ
な

く
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
民
間
企
業
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
ほ

か
、
独
立
行
政
法
人
（
特
定
地
方

独
立
行
政
法
人
や
、
統
計
セ
ン

タ
ー
や
国
立
公
文
書
館
等
の
行
政

執
行
法
人
を
含
む
）、
国
立
大
学

法
人
等
子
ど
も
・
子
育
て
拠
出
金

の
納
付
義
務
を
負
う
団
体
の
職
員

も
被
用
者
と
な
り
ま
す
。

　
（
内
閣
府
子
ど
も
・
子
育
て

本
部
児
童
手
当
管
理
室
）

　
留
萌
税
務
署
で
は
、
事
業
者
の
方

を
対
象
と
し
て
、
消
費
税
の
軽
減
税

率
制
度
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し

ま
す
。

【
開
催
日
時
】

平
成
　
年
　
月
　
日（
金
）

２９

１１

１７

午
後
２
時
　
分
～
午
後
３
時
　
分

３０

３０

【
会
　
　
場
】

は
ぼ
ろ
サ
ン
セ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
　
大

ホ
ー
ル
（
羽
幌
町
北
３
条
１
丁
目
）

《
お
問
合
せ
先
》

　
留
萌
税
務
署
　
調
査
部
門

　
　
０
１
６
４
倆
　
倆
０
６
６
１

４２

　
羽
幌
町
商
工
会

　
　
０
１
６
４
倆
　
倆
２
２
０
９

６２

《
無
期
転
換
ル
ー
ル
と
は
》

　
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に
有
期

２５

労
働
契
約
が
反
復
更
新
さ
れ
て
通
算

５
年
を
超
え
た
と
き
は
、
労
働
者
の

申
込
み
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契
約
）
に

転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

　
制
度
の
詳
細
は
北
海
道
労
働
局
雇

用
環
境
・
均
等
部
指
導
課
（
代
表
０

１
１
倆
７
０
９
倆
２
７
１
５
）
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
警
察
で
は
事
件
や
事
故
の
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
や
家
庭
内
暴
力
、
ス

ト
ー
カ
ー
、
お
子
さ
ん
の
い
じ
め
問

題
等
で
悩
ん
で
い
る
方
な
ど
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
事
件
や
事
故
に
よ
る
心
の

傷
が
癒
や
さ
れ
ず
に
悩
ん
で
い
る
方

の
た
め
に
、
民
間
被
害
者
相
談
窓
口

の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
あ
な
た
の
話
を

お
聞
き
し
ま
す
。

　
事
件
や
事
故
で
お
悩
み
の
方
は
、

勇
気
を
出
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
警
察
相
談
電
話
〉

◆
被
害
者
相
談

毅
性
犯
罪
相
談
１
１
０
番
 

　
＃
８
１
０
３
（
ハ
ー
ト
さ
ん
）

※
＃
８
１
０
３
で
繋
が
ら
な
い
場
合

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
倆
６
７
７
倆
１
１
０

毅
少
年
相
談
１
１
０
番

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
倆
６
７
７
倆
１
１
０

毅
暴
力
団
相
談
電
話

　
０
１
１
倆
２
２
２
倆
０
２
０
０

◆
一
般
相
談

毅
専
用
電
話
　
＃
９
１
１
０

　
〈
民
間
被
害
者
相
談
電
話
〉

毅
北
海
道
被
害
者
相
談
室
（
札
幌
）

　
０
１
１
倆
２
３
２
倆
８
７
４
０

毅
北
・
ほ
っ
か
い
ど
う
被
害
者
相
談
室（
旭
川
）

　
０
１
６
６
倆
　
倆
１
９
０
０

２４

毅
性
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー
北

海
道
（
 Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ａ
Ｃ
Ｈ
 ）

サ

　

ク

　

ラ

　

コ

　
０
５
０
倆
３
７
８
６
倆
０
７
９
９

問
い
合
わ
せ
先
／
羽
幌
警
察
署

　
０
１
６
４
倆
　
倆
１
１
１
０

６２

　
　
月
　

日（
月
）か
ら
同
月
　

日

１１

１３

１９

（
日
）の
期
間
に
お
い
て
、
全
国
一
斉

「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化

週
間
を
実
施
し
ま
す
。標
記
強
化
週

間
で
は
、
通
常
平
日
８
時
　
分
か
ら

３０

　
時
　
分
ま
で
の
相
談
時
間
の
と
こ
ろ
、

１７

１５

相
談
時
間
を
次
の
と
お
り
延
長
し
ま

す
。
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、

職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

等
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談
を
受

け
付
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
悩
み
の

方
は
ど
う
ぞ
御
相
談
く
だ
さ
い
。相
談

は
無
料
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

【
電
話
番
号
】

　
０
５
７
０
倆
０
７
０
倆
８
１
０

お
知
ら

お
知
ら
せせ

消
費
税
の
軽
減
税
率
制
度
に

関
す
る
説
明
会
の
ご
案
内

碓

児
童
手
当
に
つ
い
て
の

重
要
な
お
知
ら
せ

公
務
員
を
退
職
・
異
動
す
る
方
へ

ご
存
じ
で
す
か
？

「
無
期
転
換
ル
ー
ル
」

社
会
に
広
げ
よ
う

被
害
者
支
援
の
輪

～
も
し
も
の
時
の
相
談
窓
口
～

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
の
実
施



　
（
全
国
共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

【
相
談
時
間
】

・
　
月
　

日（
月
）か
ら
　

月
　

日

１１

１３

１１

１７

（
金
）ま
で

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時

３０

・
　
月
　

日（
土
）か
ら
　

月
　

日

１１

１８

１１

１９

（
日
）ま
で

　
午
前
　
時
～
午
後
５
時

１０

　
北
海
道
で
は
天
塩
沿
岸
海
岸
保
全

基
本
計
画
の
変
更
に
あ
た
り
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聴
き
す
る

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、
変
更
案
を
次
の

と
お
り
縦
覧
し
ま
す
の
で
、
ご
意
見

の
あ
る
方
は
、
平
成
　
年
　
月
　
日

２９

１２

２８

（
木
）ま
で
に
、
縦
覧
場
所
の
各
課
へ

書
面
（
任
意
様
式
）
で
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

・
縦
覧
期
間
／
　
月
　
日（
月
）～
　

１１

２０

１２

月
　
日（
火
）

１９

・
縦
覧
場
所
／
留
萌
振
興
局
留
萌
建

設
管
理
部
事
業
室
治
水
課
、
留
萌

振
興
局
産
業
振
興
部
水
産
課
及
び

農
村
振
興
課
、
初
山
別
村
役
場
経

済
課
管
理
係

※
縦
覧
期
間
は
　
日
間
、
意
見
提
出

３０

期
限
は
縦
覧
終
了
日
か
ら
　
日
間

１０

問
い
合
わ
せ
先
／
留
萌
振
興
局
留
萌

建
設
管
理
部
事
業
室
治
水
課

電
話
　
０
１
６
４
倆
　
倆
８
３
７
７

４２

【
日
時
】

　
平
成
　
年
　
月
　
日（
日
）

２９

１１

２６

　
午
前
　
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

１０

【
専
用
電
話
番
号
】

　
０
１
２
０
倆
６
１
０
倆
７
８
７

※
当
日
の
み
専
用
（
臨
時
）
の
番
号

で
す
。

※
相
談
は
無
料
、秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
村
で
は
、
登
録
さ
れ
た
「
携
帯
電

話
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
」
へ
情
報
配

信
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。「
以
前
登

録
し
た
の
に
自
分
だ
け
メ
ー
ル
が
届

か
な
い
」
と
い
う
方
は
、
次
の
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
一
度
、
ご
確

認
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
申
込
み
後
に
ア
ド
レ
ス
や
携
帯
電

話
会
社
を
変
え
た

☆
解
決
方
法

　
役
場
企
画
振
興
係
ま
で
、
お
名
前

と
変
更
後
の
ア
ド
レ
ス
を
お
伝
え
下

さ
い
。

②
迷
惑
メ
ー
ル
の
設
定
を
し
た

☆
解
決
方
法

　「
宛
先
指
定
受
信
ア
ド
レ
ス
」
に

jm
a
-in
fo
@
n
jw
a
.jp

  
 
   
  
 
 
  
 
   
を
追
加
し
て

く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
登
録
し
て
い
な
い
方

の
新
規
登
録
も
、
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

　
ご
希
望
の
方
は
、
役
場
企
画
振
興

係
（
　
倆
２
２
１
１
）
ま
で
ご
相
談

６７

く
だ
さ
い
。

臼

司
法
書
士
に
よ
る
労
働
に
関
す

る
電
話
相
談
会
「
２
０
１
７
全
国

一
斉
労
働
ト
ラ
ブ
ル
１
１
０
番
」

届
い
て
い
ま
す
か
？

生
活
支
援
シ
ス
テ
ム

※ 一部ご利用いただけない市町村もあります。

天
塩
沿
岸
海
岸
保
全
基
本
計

画
変
更
案
の
縦
覧
に
つ
い
て

ご
厚
志
あ
り
が
と
う

　
　
　
　
ご
ざ
い
ま
す

【
一
般
寄
附
】

　
豊
岬
木
材
工
業

　
　
　
　
株
式
会
社
 様

税についてちょっと考えてみよう！

税を考える週間
１１月１１日－１１月１７日

　国税庁のホームページでは「国税庁の取組」

や「税に関する情報」を紹介しています。

【国税庁】

税を考える週間 検索郭郭



渦

北海道立羽幌病院か ら のお知 ら せ ！

　平日は、北海道立消費生活センター、土日祝日は、
国民生活センターにつながります。
　役場では、経済課水産商工係が窓口です。

消費生活に関する相談は
消費者ホットラインへ

0570－064－370

一人で悩まず、まずは相談して下さい。

総合診療医による診療となります。
噛外科と整形外科の外来は、午前は緊急性のある方のみの受付
となります。
　定期受診や関節注射は午後となります。
噛内科と外科･整形外科を同日受診希望の方は同日の内科の午
後外来を予約できます。
噛骨粗鬆症･痛風･甲状腺・おなかの術後の患者様は内科外来で
の診療となります。

噛整形専門外来は予約優先となります。

＊予約制で、人間ドックは水･金曜日、特定健診は月～金曜日実施しています。
＊巡回診療を、上築中央集会所で第１火曜日（５日）、中央老人寿の家第１木曜日
（７日）行います。苫前町九重コミュニティセンターで奇数月第３火曜日、小川研修
センターは奇数月第３木曜日に実施します。詳細についてはお問い合わせ下さい。

羽幌町栄町１１０番地（電話 ０１６４－６２－６０６０）

ひ と の う ご き

～平成２９年１０月末～

人口と世帯数
人口 １,２０５人 （△３人）
 男 ５９１人
 女 ６１４人
 世帯数 　５５５世帯 （△３世帯）

（　） は前月比

受付時間応援医師等（変更の場合もあります。）金木水火月平成２９年１２月外来診療体制

８：００～１１：００

（消）は消化器　佐々尾医師〇
（消）

〇〇〇
内科第１診察室予約

優先

午
　
　
前

（呼）は呼吸器　重原医師
（毎週金曜日）

〇
（呼）

（第４水曜日は休診）〇〇〇〇〇
内科第２診察室

完全予約制
（循）は循環器　留萌市立病院
 高橋医師（第４水曜日 ２７日）

〇
（循）

予約制

８：００～１１：００札幌医大　木村教授（１４日）〇〇〇〇〇内科・外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制
引野医師（４日・１８日）〇

整形専門外来予約制
留萌市立病院（７日・２１日）〇

１３：３０～１５：００
〇〇〇内科（総合診療医）予約外

午
　
　
後

診療日（５日・１１日・１４日・１９日・２５日・２８日）〇〇〇外科・整形外科（総合診療医）予約外

完全予約制
渡部医師（１２日・２６日）〇

整形専門外来予約制
留萌市立病院（７日・２１日）〇

８：００～１１：００
旭川医大井上講師（４日・１８日予定）
＊変更となる場合もあります。

〇〇〇〇〇小児科

８：００～１１：００
１３：３０～１５：００

金野医師
（５日・１２日・１９日・２６日）

〇婦人科（毎週火曜日）

完全予約制旭川医大医師（５日・１２日・１９日・２６日）〇眼科（毎週火曜日及び第１・３水曜日）

８：００～１０：３０札幌医大医師（７日・１４日・２１日・２８日）〇泌尿器科（毎週木曜日）

８：００～１１：００札幌医大医師（６日・２０日）〇耳鼻咽喉科（第１・３・５水曜日）予約制

８：００～１１：００札幌医大医師（４日・１１日・１８日・２５日）〇皮膚科（毎週月曜日）

完全予約制札幌医大医師月１回（紹介患者のみ）精神科

転　　入
１０／６　清　兼　理央奈（初山別）



　初山別村民憲章　　自然を愛し、いつもきれいな村にしましょう。
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● 今月の主な行事予定 ●
（１１／１０～１２／１２）

行　　　　　事　　　　　等日月

広報しょさんべつ配布（１１月号）１０晶

　

月

１１

インフルエンザ予防接種（初山別）１１松

１２掌

１３捷

インフルエンザ予防接種（共成）１４昇

ほしっこくらぶ１５昌

予防接種１６昭

粗大ごみ１７晶

１８松

１９掌

２０捷

２１昇

ほしっこくらぶ会場開放日２２昌

２３昭

広報配布（お知らせ版）
破砕・危険ごみ収集日（有明・栄・豊岬・明里・共成地区）

２４晶

２５松

２６掌

２７捷

２８昇

２９昌

予防接種３０昭

健康診断結果説明会（初山別・豊岬）１晶

　

月

１２
インフルエンザ予防接種（初山別）※２回目２松

３掌

４捷

５昇

ほしっこくらぶ６昌

７昭

８晶

９松

１０掌

１１捷

広報しょさんべつ配布（１２月号）１２昇

消防初山別支署からのお知らせ！
平成２５年４月１日から

ご理解とご協力をお願いします

救救 急急 出動する消防車両は、
道路交通法に則り緊急走行時
サイレンを吹鳴しています。

Ｋの潜入記⑳ ～Ｋと11月～

　皆さんこんにちは。広報担当者のＫです。

　さてさて１１月。初山別にも冬・到来ですね。先

月実施の行事「消防訓練」では消火に「泡」が使

われたため、有明小学校グラウンドが一足先に雪

景色になっていました。

　話は変わりますが、１１月のイベントといえば３

日の文化祭。写真を撮りつつちゃっかり文化祭を

満喫していました。会場でＫを見つけた方には幸

せが訪れる…なんてことはありませんが、そんな

噂でも立ったらおもしろいのかな～と勝手に考え

ているこの頃です。

仮に噂が立っても、何も出ませんよ。

「秋の味覚 ！感謝祭 ！！」開催
　９月３０日、「しょさんべつ秋の味覚！感謝祭」

が開催され、新鮮なサケを目当てに多くのお客

さんが訪れました。

　また、農協による牛乳、商工会女性部による

かぼちゃプリンの無料配布が行われて行列が

できた他、サケの重量当てクイズで悩む方の

姿も見られました。

　９月２１日、羽幌

ロータリークラブ

様より交通安全旗

が寄贈され、村長

室にて受領いたし

ました。

交通安全の旗を寄贈

羽幌ロータリークラブ

人権擁護委員の再任について
　平成２９年９月３０日任期満了になった、初山

別村人権擁護委員永井範子さんが法務大臣か

ら再委嘱されました。

　人権に関する問題

等で、聞きたいこと

がありましたら、ご

相談されるようお知

らせいたします。

　なお、村内では永井さんのほか、原雅子さ

んが人権擁護委員として活躍されております。


